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意見書および決議の全文は、市議会ホームページに掲載しています。

可決された主な意見書・決議（概要）

2019年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

　政府に対し、2019年度の北海道最低賃金の改正に当たって、下記の措置を講ずるよう強く
要望するものです。

①経済の自律的成長の実現に向け、「2020年までに全国平均1,000円を目指す」という目
標を掲げた「雇用戦略対話」における合意を十分尊重し、最低賃金を引き上げること。

②厚生労働省のキャリアアップ助成金などの各種助成金を有効活用した最低賃金の引き上
げを図るとともに、中小企業に対する支援の充実と安定した経営を可能とする実効性の
ある対策を行うこと。

米国の臨界前核実験に抗議する決議

　核兵器の廃絶は、最初の被爆国である日本をはじめ、今や全世界の人類共通の願いとなっ
ています。
　しかしながら、このたび、米国政府がネバダ州にある核実験場において、2019年2月に臨
界前核実験を実施していたとの報がありました。平和都市宣言を行った札幌市において、本
市議会は、これまでも核保有国が核性能実験、臨界前核実験および地下核実験を実施した際
に抗議の決議を行ってきました。また、米国政府に対しても、再三にわたって核性能実験や
臨界前核実験の停止を求めてきましたが、今回、再び臨界前核実験を強行したことは、極め
て遺憾です。このように核実験を繰り返すことは、「核兵器のない世界」を目指す国際情勢
の流れに逆行し、核兵器廃絶と恒久平和を願う世界の人々の期待を裏切るものです。
　よって、本市議会は、米国政府に対し、臨界前核実験の強行にあらためて抗議するととも
に、核兵器廃絶と核実験中止を求める国際世論を真

しん
摯
し
に受け止め、今後、いかなる核実験も

恒久的に行わないよう強く求めるものです。

意見書

決　議

意見書とは、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するため、
市議会の意思を決定し、国会や政府に提出するものです。

決議とは、市議会としての意思を決定し、
それを対外的に表明するものです。


